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１．はじめに

　2025年度末より導入された経済価値ベースの

ソルベンシー規制については、割と古くから議論

がなされており、例えば金融庁が2006年に設置

した「ソルベンシー・マージン比率の算出基準等

に関する検討チーム」の報告書の中でも、「でき

るだけ早いタイミングで経済価値ベースでの評価

を実現するために具体的な検討や作業に入ること

が必要」と記されている。その意義として、経済

価値ベースでの評価は保険会社のリスク測定・管

理の高度化へのインセンティブが働く（言い換え

れば、既存の評価は高度化の阻害要因となってい

る）ことが挙げられていた。

　2019年には「経済価値ベースのソルベンシー

規制等に関する有識者会議」が設立された。その

報告書でも、経済価値ベース導入の意義の一つと

して、保険会社のリスク管理（ERM）高度化の

観点が挙げられている。

　実際、多くの保険会社がERMにおいて経済価
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